
まちの話題を
　　紹介します

身近な話題を広報係（0771）68-0019へお寄せください。
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　「第２３回全京都車いす駅伝競走大
会」が、京丹波町の府立丹波自然運動
公園で開かれ、３４チーム約１９０人が参
加しました。大会は「学校・施設」部門
で、南丹市園部町の「あしたーるほどほ
ど」が１時間１７分４秒で優勝。また、同
日に開催された、重度障がいのある人な
どが出場する「第１７回ミニ駅伝」の「学
校・施設」部門では、南丹市八木町の
「あじさい園」が、初出場した昨年に続
き２連覇を果たしました。

▲こっけいなやりとりに思わず笑いが起こった狂言

▲幻想的な雰囲気の中で演じられた能

▲昨年に続き連覇を果たした「あじさい園」チーム

お詫びと訂正　　広報なんたん８月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正します。
　18ページそのべ七夕まつり…（誤）小桜町園寿会⇒（正）美園町園寿会

「
園
部
町
つ
つ
じ
の
会
が

  

近
畿
農
政
局
よ
り
表
彰
」

（
男
女
共
同
参
画
優
良
事
例
表
彰
）

　近畿農政局が主催する男女共同参画優良事例表彰を、
「園部町つつじの会」（片山弥生会長）が受賞されました。
　園部町つつじの会は、道の駅「京都新光悦村」で活動さ
れる女性グループです。農業生産や加工に取り組んでお
られ、日替わり弁当やすし類など、地元産の米、農産物を利
用し、安心・安全な農産物加工品を提供されています。伝
統食講習会や出前料理教室なども行われ、地域の食文化
の伝承に積極的に取り組んでおられます。

▲

園
部
町
つ
つ
じ
の
会
の
片
山
弥
生
会
長
（
右
）
と
大
町
季
美
副
会
長（
左
）

「
初
秋
の
美
山
で
、能
・
狂
言
の
夕
べ
を
堪
能
」

「
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
で

　
　

  

　南
丹
市
内
の
チ
ー
ム
が
大
健
闘
」

（
9
／
2

　第
二
十
三
回
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
）
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▲会を代表して表彰状を受けられた北川弘美さん（右）

▲民謡合唱団「篝」によるコンサート

▲学校近くの川で釣りをする知井小学校の児童

　京都府内各地に残る民謡の採録活
動を行いながら、演奏活動を行っておら
れるアマチュア民謡合唱団「篝」による
民謡コンサートが南丹市日吉町生涯学
習センターで行われました。
　地元の美山町佐々里地区に伝わる
民謡「ヤッサコサイ・ドッコイサッサイ」を
はじめ、宇治市で唄われている「茶摘み
唄」など、京都の各地に残る歴史や風
土を唄った民謡１３曲が披露され、訪れ
た約１３０人の観客は伸びやかな歌声
に聞き入っていました。

　子どものころから美山川（由良川上流
域）での魚釣りに親しんでもらおうと、美
山漁業協同組合による「雑魚釣り教室」
が知井、平屋小学校で行われました。教
室では昔ながらの竹ざおを使って行わ
れ、エサのミミズの付け方などを組合員
が指導。ウグイなどの魚が次々と釣れま
した。
　この取り組みは、地域の子どもたちに
釣りに興味を持ってもらい、ふるさとの清
流に親しみを感じてもらうことで、将来に
わたって美山川の環境を守り、アユの友釣
り愛好者の増加などによる地域の活性化
につながることを期待されています。

　環境美化活動や健康づくりなどの府民運
動に積極的に取り組み、多大な実績・成果を
あげている団体・個人が表彰される、新しい
歴史に向かって走ろう「府民運動推進者表
彰」で「美山歩こう会」(磯部操会長)が受賞
されました。美山歩こう会は、かやぶきの里
を歩く「ワンデーマーチ」などのウォーキン
グに取り組まれ、健康づくりだけでなく、その
活動が地域の歴史や文化、自然の再認識に
つながるなど、安らぎと潤いのあるまちづく
りに貢献されたことが評価されました。

「
歴
史
や
風
土
を
唄
っ
た
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

う
た

「
ふ
る
さ
と
の
清
流
に
親
し
み
、美
山
川
を
守
る
」

「
美
山
歩
こ
う
会
に
府
民
運
動
推
進
者
表
彰
」

（
9
／

　
　能
楽
の
夕
べ
）
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（
9
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　遊
y
o
u
ひ
よ
し
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
）
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（
平
成
十
九
年
度
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
「
府
民
運
動
推
進
者
表
彰
」
）

（
9
／

　
　美
山
川
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
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▲京都伝統工芸大学校に引き渡される大黒天像

　京都市東山区にある清水寺の大黒天像
が、京都伝統工芸大学校の講師・学生らによ
って修復されることになりました。
　室町時代に作られたとされる大黒天像
は、高さ１１３㌢の木像で「出世大黒」の名で
親しまれています。長年、本堂でさい銭を浴
び続けたために、表面の漆がはがれており、
今回、信者の願いを受けて修復されることに
なりました。
　仏像は清水寺森清範貫主らが見守る中、
丁寧に梱包され、京都伝統工芸大学校に引
き渡されました。仏像は来年２月までの半年
をかけて修復される予定です。

「
大
黒
天
像
を
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
が
修
復
」

（
9
／
4

　清
水
寺
「
大
黒
天
像
」
の
引
き
渡
し
）

こんぽう

とどろ

　美山能楽の夕べ実行委員会主催
「第７回能楽の夕べ」が南丹市美山文
化ホールで行われました。狂言「伯母
ヶ酒」は、酒屋を営む伯母のところへ
やってきた甥が、伯母をだまして存分
に酒を飲むが、最後にはうそがばれ、
伯母に追い掛け回されるさまが、こっ
けいに演じられました。能「安達原」
は、奥州安達原で山伏の一行が出会っ
た老婆が、鬼となって山伏に襲い掛か
り、最後には山伏の法力に敗れ、のろ
いの声を轟かせて消え去る様子が演
じられ、訪れた４２８人の観客は、幻想
的な能の世界を堪能しました。

お　ば

おい

あだちがはら

おうしゅう
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